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リファレンス・レビュー研究動向編
　真の働き方改革を推し進めていくためには、従
来の日本の雇用パラダイムの変革が重要となるか
もしれない。
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　近年、人工知能（AI）が私たちの社会や生活
に及ぼす影響を論じたニュースや記事を目にする
ことが多い。AIとは、一度作ってしまったら人
間の手を離れても自発的に発展していく知能のこ
とをいう。AIの発達は、明るい未来を予想する
人もいるが、先日亡くなったホーキング博士など
は、AIの思考力が人間の思考力を超えるシンギュ
ラリティ（技術的特異点）が起こると、人類が AI
に支配されるとか滅ぼされてしまうと予想してい
る。
　AIによる人類滅亡の脅威を恐れなくとも、当面
の仕事への影響はとても気になるところである。
特に、拙者が大学で教えている会計に関わる仕事
に対して AIがどのような影響を及ぼすかについ
ては、関心があるところである。なぜなら、もし
近い将来、会計に関わる仕事が AIによって取っ
て代わられるのであれば、会計学者も不要だと言
われる可能性もあり、今の職を追われるかもしれ
ないからである。そして近年の AI研究を見れば、
実は会計の未来を少し悲観的に考えてしまうのが
本音である。例えば、2015年に野村総合研究所が
発表した研究では、AIによって公認会計士の仕事
は 85.9%も代替可能であると報告されていた。税
理士では何と 92.5%の仕事が代替可能らしい（野
村総合研究所・寺田知太他『誰が日本の労働力を
支えるのか？』東洋経済新報社、2017年）。では
全く打つ手なく会計の仕事の消滅を待つしかない
のであろうか？あるいは AI社会に適合した会計
の学び方や役割が存在するのであろうか？
　このような疑問に対して、椎名市郎（2017年）「複
式簿記の原理とその理論的導入法（12）Ⅶ 複式簿
記とカウンティング・マインド」が一つの答えを
示している。本論文では、高度な技術の導入によ
り多くの会計業務とそこに携わる人間が淘汰され
るが、世界水準で活躍する国際会計人のような高
度なプロフェッションは存続すると述べられてい
る。鍵はアカウンティング・マインドの修得であ
る。その方法は、英語力や高度専門的能力、多様
性を認める人間性の基礎、およびプロフェッショ
ンの行動規範を支える社会的期待から醸成される
風土、人徳、道徳などの概念、を学ばないといけ
ないと言われている。
　これらの知識やスキルが AI社会を生き抜くの
に必要な理由については、これまでの会計に関す
る歴史が物語っている。友岡賛（2017年）「会計
と会計学―会計学の基本問題Ⅱ（3）―」『三田商
学研究』第 60巻第 3号では、中世イタリアで複
式簿記が発達してきた理由の一つとして、不安定
でかつ流動的な異種民族国家の下で経済活動を強
いられた当時のイタリア市民は、常に書かれた証
拠を重視し、それを通じて自分たちの権利を保全
しようとする姿勢を身につけてきたことが示され
ている。すなわち、AI社会でも生き残れる国際会
計人とは、多文化および多様性の社会においても
記録された数値に基づいた論理的説明能力を発揮
できる人物であると考えられる。
　更に、大内伸哉（2018年）「AI時代における士
業の未来―税理士のキャリア戦略―」『税務弘報』
では、会計専門家のパラレル・キャリアを推薦す
る。AIの発達により代替されるリスクは、自分の
専門業務が一つだけであるよりも複数の専門業務
を持つほうが小さいため、本業と副業といった複
数のキャリアを同時に持つという考え方である。
資格保有者というのは、その資格を得るために費
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やした費用や時間が大きければ大きいほど、その
資格に固執することで新しいことにチャレンジす
る障害になる傾向があるという。更に大内（2018
年）の研究は、パラレルキャリアを選ぶとき、そ
の専門業務間の距離が遠いほど業務の多様性が高
まり、将来における技術革新などの外的環境変化
への適応力が高まるという。野球界では海を渡っ
た二刀流の選手の活躍が話題になっているが、
歌って踊れる会計士やマラソンができる税理士な
どの異業種間の二刀流は、意外と AI社会に適合
する人材になるかもしれない。
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　長引くマイナス金利政策、人口減少に伴う地方
経済の衰退により、地域銀行の経営状況はますま
す厳しいものになっている。しかし、大胆な人員
削減・店舗の統廃合を中心とする構造改革に踏み
出した大手銀行に比べ、地域銀行の構造改革への
取り組みは遅れているように思われる。武下毅「コ
スト削減と地域密着の相克に悩む地域銀行」（『金
融財政事情』2017年 12月 4日号）は、地域銀行
が大胆な構造改革に踏み出せない理由の一つとし
て、「地銀ならではの制約」があると指摘している。
大手銀行と異なり、地域銀行は地元地域との関わ
りが密接である。このため不採算店舗を抱えてい
ても、店舗存続を願う地元住民や自治体の声を無
視することができず、店舗の廃止に踏み切ること
が難しいのである。
　大手銀行に比べ店舗の統廃合のハードルが高い
地域銀行は、どのような改革を進めるべきなのだ
ろうか？ここでは、近年急速な発展を見せている
フィンテックを活用した地域銀行改革の提言を紹
介したい。
　大庫直樹「新しい時代に求められるチャネルと
融資のあり方」（『金融財政事情』2017年 12月 4
日号）は、フィンテックを活用したコスト削減の
アイデアを提案している。同論文では、地域銀行
経営の重荷となっている山間島嶼部の店舗につい
て、「フィンテック活用により、2名体制という究
極の店舗軽量化が可能」と論じている。現状では、
人口の少ない山間島嶼部の店舗でも 5人以上のス
タッフが配置されているのが一般的であり、（店
舗収益に比べ過大な）人件費が店舗の採算を悪化
させている。この問題の解決策として、同論文は
フィンテックの活用を提言している。例えば、テ
レビ会議システムで山間島嶼部の店舗と銀行本部
をつなぐシステムを整備することにより、来店し
た顧客の資産運用の相談などに銀行本部のスタッ
フが対応できるようになる。そうすれば店舗の人
員を減らすことが可能となる。このような取り組
みにより、山間島嶼部の店舗は、必要最小限の 2
名（店舗が所在する自治体などのリレーション
シップマネジメントを担当する 1名と店舗の内部
管理を担当する 1名）で運営できるようになると
論じている。同論文では、大手銀行による先進的
なフィンテック活用事例（テレビ会議システムで
店舗と本部ローンセンターをつないで住宅ローン
の返済業務を処理）が紹介されており、提言を説
得的なものとしている。
　地域銀行が生き残るためには、コストを削減す
るだけでなく収益を拡大することも重要である。
フィンテックの活用は地域銀行の収益拡大にもつ
ながる可能性がある。小松真実「シェアリングエ
コノミーによる金融の現状」（『金融ジャーナル』
2017年 11月号）では、現在拡大しつつある地域
銀行とクラウドファンディングとの連携について
論じている。インターネットを通じて個人投資家
から小口資金を調達する仕組みであるクラウド
ファンディングは、銀行と競合する金融サービス
